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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成22年8月26日(2010.8.26)

【公表番号】特表2002-527058(P2002-527058A)
【公表日】平成14年8月27日(2002.8.27)
【出願番号】特願2000-575991(P2000-575991)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   5/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/24     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/88     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ａ０１Ｈ   5/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   9/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/02    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/04    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/10    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/24    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/88    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年6月1日(2010.6.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　上記ＤＮＡ配列にエンコードされた酵素をコードする遺伝子のノンコーディング領域又
はノンコーディング領域に相補的なヌクレオチド配列を遺伝子プロモーター配列及び遺伝
子ターミネーション配列とともに含む遺伝子コンストラクトも提供される。ここで使用さ
れるところの「ノンコーディング領域」には、翻訳されないが転写される配列と翻訳され
た配列又はオープン・リーディング・フレームの５’又は３’側約２０００ｂｐ以内の転
写されない配列との両方を含む。本発明のコンストラクトに有効に利用されうるノンコー
ディング領域の例にはイントロン及び５’ノンコーディングリーダー配列が含まれる。か
かるＤＮＡコンストラクトによる標的植物の形質転換は、例えばＮａｐｏｌｉら、Ｐｌａ
ｎｔ Ｃｅｌｌ ２、２７９－２９０、１９９０；及びｄｅ Ｃａｒｖａｌｈｏ Ｎｉｅｂｅ
ｌら、Ｐｌａｎｔ Ｃｅｌｌ ７、３４７－３５８、１９９５によって論じられたのと同様
の手法の、コサプレッションのプロセスによる、植物の合成するリグニン量の減少をもた
らすことができる。
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